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概要
本研究は，日本語日常会話において参与者が行う
頭部動作（頷き）について，発話との共起位置，共
起する行為，連続回数などの観点から分析する．頷
きは主要な非言語動作として注目されてきたが，発
話との共起関係について体系的な検討は十分にな
されてきていない．本研究では，『日本語日常会話
コーパス (CEJC)』を利用し，いくつかのデータに頷
きのアノテーションを施し，CEJCにおいて提供さ
れているアノテーション情報を利用した分析を行っ
た．本研究の結果として，頷きは発話との共起タイ
ミングによって付随する発話のタイプが異なること
がわかり，それゆえ発話連鎖上の位置によって異な
る機能を持つことが示唆された．

1 はじめに
人間同士の会話が行われるとき，参与者は発話の

やりとりだけでなく，非言語的な動作などの手段も
用いてコミュニケーションに関連する行動を行う．
例えば [1]は，「人体」「動作」「目」「周辺言語（パラ
ランゲージ）」「沈黙」「身体接触」「対人的空間」「時
間」「色彩」を挙げており，これらは「ことばと一緒
に用いられるかどうかとは無関係に，人間のあらゆ
るコミュニケーションに寄与するところ大である
(邦訳 p.15)」と述べている．
頷きは身体動作の中でも広く見られるものの

一つであり，対話の研究において注目されてきた
[2, 3, 4, 5, 6, 7, 8]．[7, 8]は話し手・聞き手およびそ
れ以外の参与者による頷きの詳細な機能的分類を
行っている．また，対話において起こるさまざまな
現象との関連も注目されており，会話への参加態度
[3],次話者選択 [6],参与者に対する主観的印象 [8]な
どとの関連が分析されている．また会話分析・言語
学の立場からも頷きに対して大きな関心が向けられ
ている [9, 10, 11, 12]．
一方で，どのような発話と共起するか，発話とど

のようなタイミング関係において生じるか，といっ
た「位置」に関する問題については，まだ十分に体
系的な検討がされていない．[13] は，頭の動きが
「会話全体の構造というより，ミクロレベルの会話
管理に関連している (p.167)」という想定に基づき，
話し手および聞き手がなんらかのやりとり上の行動
として行う頷きについて 10種類のカテゴリーに分
類した．また [14]は，[15, 16]によるあいづちの生
起位置の整理に基づき，頷きと相槌の共起を分析し
た．また頷きの形式については，[17]において頷き
の動作の記述がなされているほか，[18]において反
復的な頷きが検討されている．
ある参与者が発話権を持っているとき，発話権を
持っている方の参与者が頷く場合と，持っていない
方の参与者が頷く場合では，頷きが生じる発話連鎖
上の位置が異なると言うことができ，それゆえその
頷きが構成する行為も異なる．またそれに加えて，
重複する発話のどの位置に頷きが生じるかは，重複
する発話と頷きを合わせて構成する行為と関連する
ことが予想される．このような観点に立ち，本研究
では，頷きが発話のどのような位置と重複して生じ
るかに注目し，重複のパターンごとに，重複する発
話の行為，重複位置の語彙および韻律を分析する．

2 データ
本研究で扱うデータは『日本語日常会話コーパス

[19]』から選定された 6会話である．6会話の内訳
を表 1に示す．いずれも韻律 [20]や談話行為 [21]に
ついてのアノテーションが利用できる「コア」デー
タに含まれる．

ID dur sex rel
C001_012 39 FM 同僚
C002_008 20 FM 親子
K002_003a 12 FF 友人知人
T006_001 28 FM 教員学生
T010_009 23 MM 教員学生
T013_001 10 FM 配偶者

表 1 データの概要
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これらの会話データに対し，頷き（頭部の上下動）
のアノテーションを付与した．作業には ELAN を
用い，著者 2名が作業・確認を行った．頸部を支点
として頭部が下方向または上方向に回転運動（ピッ
チ）するものを頷きとした．また，複数回連続して
頷きが生じる場合には，連続する頷きをひとつのア
ノテーションとし，連続回数を併記した．
上記の方法で頭部動作の時間軸上の位置および

回数を特定したのち，時間的に重複する発話とのペ
アを特定し，重複の位置関係ごとのペアの数を数え
た．3以降，この集計結果に基づいて議論を進める．

3 分析
本研究における重複パターンは，二人会話である

ことを前提に，頷きが自らの発話と重複する (s)，相
手の発話と重複する (o)，という 2パターンの上に，
発話の途中で頷きが生じ，終わる（発話に頷きが含
まれる, c），発話の冒頭 (b)もしくは終端 (e)と重複
する，頷きの途中で発話が生じ，終わる（頷きに発
話が含まれる, i）という 4パターンを想定し，合計
8パターンを扱う1）．なお，発話と全く重ならない
頷きも生じているが，今回は扱わない．
表 2は各パターンの頷きが生じた回数（発話数）

である．表 3 は，各重複パターンにおける発話長
（秒）である．表 4は各パターンにおける頷きの連
続回数の分布を示している．

表 2 各パターンの合計
s_c s_b s_e s_i o_c o_b o_e o_i
117 283 544 353 154 437 432 261

表 3 各パターンの発話長の平均（秒）
s_c s_b s_e s_i o_c o_b o_e o_i
2.14 1.14 1.38 0.53 2.6 1.26 1.55 0.48

表 4 各パターンにおける頷きの連続回数の分布（回）
パターン 1 2 3 4 5 6 7 8 9

s_c 85 22 10
s_b 148 78 23 22 2 4 2 4
s_e 262 139 65 46 11 12 4 5
s_i 116 71 56 50 18 24 5 8 5
o_c 103 34 12 4 1
o_b 213 106 55 32 10 16 1 2 2
o_e 177 112 62 49 12 11 4 3 2
o_i 72 62 40 36 14 20 6 7 4

1） 各パターンの表記については付録の表 5も参照されたい．

表 4について，いずれのパターンにおいても 2回
以上連続しないケースが最も多いが，相対的には発
話に頷きが内包されるパターンにおいては連続しな
い傾向があり，逆に頷きが発話を包摂するパターン
においては複数回の連続が高頻度で見られる．また
他発話終端パターンにおいても相対的に 2回以上の
連続が多く見られ，典型的な聞き手行動が観察され
ているといえる．

3.1 各重複パターンにおける談話行為
表 1～8は，各パターンにおける談話行為タグ [21]
の出現頻度を示している．
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図 1 自発話内包・談話行為
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図 2 自発話冒頭・談話行為
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図 3 自発話終端・談話行為
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図 4 自発話包摂・談話行為
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図 5 他発話内包・談話行為
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図 6 他発話冒頭・談話行為
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図 7 他発話終端・談話行為
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図 8 他発話包摂・談話行為

ほとんどのパターンで T_Informが最多である一
方，自他ともに包摂パターンにおいては FB_Positive
が最多となる．自発話における包摂は応答トークン
との共起パターンであることが想定されるが，相手
の応答トークンとも頷きが共起しやすいという結果
には考察の余地がある．

3.2 各重複パターンにおける品詞
表 9～14は，各パターンにおいて，想定される重
複位置における品詞の出現頻度を示している．な
お，発話が頷きを内包するパターンについては，発
話中のどの語と頷きが重複しているかについての
情報が利用できないため，ここでの分析からは除外
した．
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図 9 自発話冒頭・品詞
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図 10 自発話終端・品詞
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図 11 自発話包摂・品詞
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図 12 他発話冒頭・品詞
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図 13 他発話終端・品詞
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図 14 他発話包摂・品詞

他発話終端を除いて，いずれのパターンでも感動
詞が最多である．談話行為の分布とも合わせて考え
ると，他発話終端パターンは情報提供の発話に対し
て頷きを伴う応答を行うケースであると考えられ
る．他方，他のパターンにおいて，特に相手の感動
詞に重複する位置で頷きが生じているケースについ
ては考察の余地があると言える．

3.3 各重複パターンにおける韻律
表 15～18は，各パターンにおいて，想定される

重複位置における韻律（句末音調）の出現頻度を示
している2）．なお，CEJC において提供されている
韻律情報の枠組みにおいては，発話途中および冒頭
における韻律パターンの情報が利用できないこと，
および品詞と同様に，発話途中での頷きの正確な位
置についての情報が利用できないことにより，ここ
では終端および包摂のパターンを扱う．
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図 15 自発話終端・韻律

2） ここで言及する句末音調については表 6に示す．また CEJC
における韻律ラベリングについては [22]を参照されたい．
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図 16 自発話包摂・韻律
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図 17 他発話終端・韻律
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図 18 他発話包摂・韻律

他発話終端を除いて，頷きと重複する発話は感動
詞の下降調 (L$) が最多である．これは品詞におけ
る分析とも符合する．また他発話終端においては上
昇調 (H%)が次点で多いが，これは終助詞 (「ね」)
の頻度が影響していると考えられる．他方，それ以
外のパターンにおいて，特に他発話パターンにおけ
る感動詞との重複の多さについては，品詞同様にさ
らなる考察の必要がある．

4 おわりに
ここまで，発話に重複する頷きに関して，重複す
る頷きの談話行為，品詞，韻律に注目して分析して
きた．3つの分析軸を通して，他発話の終端におけ
る頷きは他の位置と比べて異なる行為に応接されて
いる可能性が示唆された．一方，先行研究 [10, 11]
において，自発話終端では接続助詞類（品詞）や上
昇下降調（韻律）を伴う頷きが生じることが指摘さ
れていたが，頻度の上ではその傾向は顕著には取り
出せなかったといえる．こうした分布は，おそらく
異なるいくつかの原理や機能に基づく生起に由来
するものと考えられるので，今後はこうした重複パ
ターンの内部において，さらなる機能や形態のパ
ターンの探索を行っていきたい．
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表 5 各パターンの記号，呼称および内容
記号 日本語名称 説明
s_c 自発話内包 自発話に頷きが含まれる
s_b 自発話冒頭 自発話の冒頭に頷きが重なる
s_e 自発話終端 自発話の末尾に頷きが重なる
s_i 自発話包摂 自発話が頷きに含まれる
o_c 他発話内包 相手の発話に頷きが含まれる
o_b 他発話冒頭 相手の発話の冒頭に頷きが重なる
o_e 他発話終端 相手の発話の末尾に頷きが重なる
o_i 他発話包摂 相手の発話が頷きに含まれる

表 6 本文中で言及した句末音調のパターン
パターン 説明
L$ 感動詞において，句末が下がる音調
L% 句末が下がる音調
H% 句末が上がる音調
HL% 句末が上がって下がる音調
LH% 句末が下がって上がる音調
> 句末の延伸（音調パターンと組み合わされる）

表 7 談話行為タグ（レベル 1）の一覧3）[21]
分類 タグ 名称 説明
タスク系 T_Inform 情報提供 Inform 情報、考え等を述べる振る舞い

T_Question 情報要求 Question 聞き手に特定の情報を要求する振る舞い
T_CheckQuestion 確認要求 Check Question 既に共有された情報や同意が強く予想される情報について、正しいかど

うか確認する振る舞い
T_Answer 返答としての情報・確認提供 Answer 情報要求に応じる振る舞い
T_Request 依頼系 Request 依頼・指示・命令・提案・勧誘（受け手に特定の行為をするよう働きかけ

る振る舞い）
T_A-Request 依頼系への対処 Address-Request 依頼系に応じる振る舞い（受け入れる・拒否する、等）
T_Offer 申し出 Offer 話し手が受け手のために行う・与えるつもりである物事を提示する振る

舞い
T_A-Offer 申し出への対処 Address-Offer 申し出に応じる振る舞い（受け入れる・拒否する、等）
T_Attention 注意獲得 Attention Getting 聞き手の注意を獲得しようとする振る舞い
T_A-Attention 注意獲得への対処 Address-Attention Getting 注意獲得に応じる振る舞い（受け入れる・拒否する、等）
T_SelfSpeech 独り言 SelfSpeech 自身に向けた発話、あるいは聞き手に向けていると聞かれない発話を行

う振る舞い
社会的 S_Greeting 挨拶 Greeting 表現の例：おはよう、こんにちは、さようなら、いただきます、ごちそう

さま、等
付き合い S_Apology 謝罪 Apology 表現の例：ごめん、もうしわけありません、等
管理系 S_A-Apology 謝罪への対処 Address-Apology 謝罪に応じる振る舞い（受け入れる・拒否する、等）

S_Thanking 感謝 Thanking 表現の例：ありがとう、どうも、等
S_A-Thanking 感謝への対処 Address-Thanking 感謝の表明に応じる振る舞い（受け入れる・拒否する、等）

フィード FB_Positive フィードバック肯定 Feedback Positive 先行発話を受け取ったことを表明する振る舞いで、応答系感動詞・感情表
出系感動詞・そう系およびその省略形が用いられているもの

バック系 FB_Acceptance フィードバック了承 Feedback Acceptance 先行発話を受け取ったことを表明する振る舞いで、先行発話の内容を了
承したことを明示的に示す形式（オッケー・わかった、等が用いられてい
るもの

FB_Repetition フィードバック反復 Feedback Repetition 先行発話を受け取ったことを表明する振る舞いで、先行発話の一部を繰
り返す形式が用いられているもの

FB_Lexical フィードバック語彙的反応 Feedback Lexical 先行発話を受け取ったことを表明する振る舞いで、特定のあいづち形式
（なるほど・本当、等）が用いられているもの

その他 O_NV 非言語行動 Nonverbal 発話単位を割り振られている非言語行動（笑い、等）
O_Cue 合図 Cue 自身の行う行為の調整や会話の調整に関わるもの（談話の区切れ目を示

す、発話の調整を担う、等）
O_Undet 不明 Undeterminable どんな行為を担っているか判断困難なもの

3） タグ名称および説明については https://www2.ninjal.

ac.jp/conversation/cejc/doc/dialogAct_manual.pdf を参照
されたい．
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